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1筑被大学大学説.2筑波大学先端学綴領域研究セ

ンター， 3筑波大学体育科学系

サッカ…、パスケットポールなどの球技は、競技局衝に

よって筋力、持久的トレーニングによる高いレベルのパフォ

ーマンスが必要をとされる犠認である。それらの種目のトレー

ニング現場ではw この指反する能力である持久的能力と筋力

を高めるために減タイプのトレ…ニングを同時期に行ってい

る。そして、必ずしもそれらのトレ}ニング効果に濁する綴

畿を持たずに.災施しているのが現状である。

そこで今回誌、説合トレーニングに関する脅格筋の特性に

ついての基礎的な知見を得るため、動物モデルを潟いて検討

した。

[方法]

被検動物として8遇畿のWlstar系議性ラットを汚い、持久

的進トレーニング群 (E群.n=8)、スクワットトレーニング群

{S群，n噌)、接合トレーニング群 (SE毒事.n=街、及び、コン

トロール欝(C鉾， n喝)に分類した。 E群及び3群ではそれ

ぞれ滋3[91のトレーニングを行わせた..SE群では、 2つのト

レーニングをそれぞれ単独鮮と問頻度とし、 i謹8随行った。
そして.10 通関後、全ての群に対してパフォーマンステスト

を行い‘議大筋力及び持久的進能力を換j定した。また、生化

学的特f主として.ヒラメ務、足底筋.緋緩筋外鎖競表溺部の
SDH活性、 CK括性を澱定した。
〔結巣]

1.パフォーマンス

議も筋力の増加がみられのはSE群であり、 S群、忍群、

及びC群iこ対して、統計的に有議な路線を訴した (pく0.05)。
持久的選能力は、 E鮮とSE群がS群及びC群に対して統計
約に有意な高{濯を訴した(p<O.05)..また、 E群と SE1罪、 S
群とC群の各欝関においては、続器十的な有設な議はみられな

かった。

2.代謝機能
立群では、 SE君事を除いた俸の群に対して，ヒラメ欝におい

て、 SDH活性が統計的に脊窓なi高鰭を示した(pく0.05)"一方
CI<活性において越の鮮に対して議鍵を示したのは、S群のみ

であり、 SE群はE群及びC群に対して!精機な綴を示した。
{考華客)

これらの結議より、トレーニング議が過剰でなければ、筋

力・持久的複合トレーニングによって、それぞれのトレーニ

ング劫果を抑鶴ずることなしにパフォーマンスの向上を識待

できることが示唆された。それにともなう生化学的変化は、

筋カ、持久的トレーニングを縞々に行った場合と異なるもの

であった。

とのことは、議合トレーニングを爽擁する場合、 トレ~ニ

ング計織が漉切であれば、報援するいずれの能力のトレーニ

ング効果も捜得できる可能性を示唆するものである。
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